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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各画素（Ｐ）が、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）及び上記有機発光ダイオードを発光
させる画素回路（ＰＣ）で構成された複数の画素であって、
　各画素（Ｐ）の画素回路（ＰＣ）は、第１スイッチングＴＦＴ（ＳＴ１）、第２スイッ
チングＴＦＴ（ＳＴ２）、ドライビングＴＦＴ（ＤＴ）及びキャパシタ（Ｃｓｔ）を具備
し、
　上記第１スイッチングＴＦＴ（ＳＴ１）のゲート電極はゲートライン（ＧＬ）に接続さ
れ、ソース電極はデータライン（ＤＬ）に接続され、ドレイン電極はドライビングＴＦＴ
（ＤＴ）のゲート電極と連結された第１ノード（ｎ１）に接続され、
　上記第２スイッチングＴＦＴ（ＳＴ２）のゲート電極はセンシング信号ライン（ＳＬ）
に接続され、ソース電極はセンシング電源ライン（ＲＬ）に接続され、ドレイン電極はド
ライビングＴＦＴ（ＤＴ）のソース電極と有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電
極が連結された第２ノード（ｎ２）に接続され、
　ドライビングＴＦＴ（ＤＴ）のドレイン電極は駆動電源ライン（ＰＬ）に接続され、
　キャパシタ（Ｃｓｔ）は上記第１ノード（ｎ１）と上記第２ノード（ｎ２）の間に接続
されている、
複数の画素を含むディスプレイパネル（１００）；
　ゲートライン（ＧＬ）に上記複数の画素のうち前記ディスプレイパネル内の第１方向に
並ぶ一連の画素の駆動のためのスキャン信号（ｓｃａｎ）を、センシング信号ライン（Ｓ
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Ｌ）に上記一連の画素のセンシングのためのセンシング信号（ｓｅｎｓｅ）を及び駆動電
源ライン（ＰＬ）に駆動電圧（ＶＤＤ）を供給するゲートドライバ（３００）；
　ドライビング駆動時に上記複数の画素にデータ電圧（Ｖｄａｔａ）及びセンシング電源
ライン（ＲＬ）に基準電圧（Ｖｒｅｆ）を供給し、センシング駆動時にセンシング電源ラ
イン（ＲＬ）の電圧をセンシングするデータドライバ（２００）；
　上記ドライビング駆動からセンシング駆動に転換される時に、複数の画素のセンシング
電源ライン（ＲＬ）の電圧を初期化させるディスチャージング駆動部（２５０）；及び
　上記ゲートドライバ（３００）、上記データドライバ（２００）及び上記ディスチャー
ジング駆動部（２５０）をディスプレイモード及びセンシングモードで動作するように制
御するタイミングコントローラ（４００）を含み、
　上記ディスチャージング駆動部（２５０）は、ｎフレームの終わりとｎ＋１フレームの
始まりの間の設定されたディスチャージング駆動時間（Ｔ）に上記複数の画素のセンシン
グ電源ライン（ＲＬ）の電圧をグラウンド（ＧＮＤ）に接続させることで初期化させ、
　ディスチャージング駆動時間（Ｔ）はセンシング電源ライン（ＲＬ）の電圧が完全にグ
ラウンド（ＧＮＤ）にディスチャージングされるように可変的に調節され、
　上記センシング電源ライン（ＲＬ）の初期化以後、センシングプリチャージング電圧（
Ｖｐｒｅ＿ｓ）が上記センシング電源ライン（ＲＬ）に供給されてから、上記センシング
電源ライン（ＲＬ）をフローティングさせた後、上記センシング電源ライン（ＲＬ）をセ
ンシングデータ生成部に接続させて上記センシング電源ライン（ＲＬ）の電圧がセンシン
グされることを特徴とする有機発光ディスプレイ装置。
【請求項２】
　上記ディスチャージング駆動部（２５０）は、
　上記タイミングコントローラ（４００）から供給されるディスチャージング制御信号（
ＤＣ－ＣＳ）によって駆動され、上記複数のセンシング電源ライン（ＲＬ）をグラウンド
（ＧＮＤ）に接続させることを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項３】
　上記ディスチャージング駆動部（２５０）は、
　入力された信号によってオン－オフ駆動されるスイッチで構成され、上記データドライ
バ（２００）の内部または別途の構成で形成されたことを特徴とする請求項１に記載の有
機発光ディスプレイ装置。
【請求項４】
　上記ディスチャージング駆動部（２５０）は、
　ドライビング駆動時とセンシング駆動時とでローとハイが切り替わるディスプレイ信号
のライジングまたはフォーリングエッジ時点に同期されて上記複数の画素のセンシング電
源ライン（ＲＬ）の電圧をグラウンド（ＧＮＤ）に接続させることで初期化させることを
特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光ディスプレイ装置に関するものであって、センシング不良を防止し、
外部補償の精度を高めて表示品質を向上させることができる有機発光ディスプレイ装置と
その駆動方法に関するものである。
　
【背景技術】
【０００２】
　一般的な有機発光ディスプレイ装置は、複数のデータラインと複数のゲートラインの交
差によって定義される画素領域に形成された複数の画素を含むディスプレイパネル、及び
各画素を発光させるパネル駆動部を含んで構成される。
【０００３】
　図1は、従来技術による有機発光ディスプレイ装置の画素構造を説明するための回路図
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である。
【０００４】
　図1を参照すると、上記ディスプレイパネルの各画素は、第1スイッチングTFT(ST1)、第
2スイッチングTFT(ST2)、ドライビングTFT(DT)、キャパシタ(Cst)及び有機発光ダイオー
ド(OLED)を具備する。
【０００５】
　第1スイッチングTFT(ST1)はゲートライン(GL)に供給されるスキャン信号(scan、ゲート
駆動信号)によってスイッチングされる。第1スイッチングTFT(ST1)がターンオンされてデ
ータライン(DL)に供給されるデータ電圧(Vdata)がドライビングTFT(DT)に供給される。
【０００６】
　ドライビングTFT(DT)は第1スイッチングトランジスタ(ST1)から供給されるデータ電圧(
Vdata)によってスイッチングされる。ドライビングTFT(DT)のスイッチングによって有機
発光ダイオード(OLED)に流れるデータ電流(Ioled)を制御する。
【０００７】
　キャパシタ(Cst)はドライビングTFT(DT)のゲート端子とソース端子の間に接続される。
キャパシタ(Cst)はドライビングTFT(DT)のゲート端子に供給されるデータ電圧(Vdata)に
対応する電圧を格納する。キャパシタ(Cst)に格納された電圧でドライビングTFT(DT)をタ
ーンオン(turn-on)させる。
【０００８】
　有機発光ダイオード(OLED)はドライビングTFT(DT)のソース端子とカソード電源(VSS)の
間に電気的に接続される。有機発光ダイオード(OLED)はドライビングTFT(DT)から供給さ
れるデータ電流(Ioled)によって発光する。
【０００９】
　このような、従来技術による有機発光ディスプレイ装置は、データ電圧(Vdata)による
ドライビングTFT(DT)のスイッチングを利用して第1駆動電源(VDD)から有機発光ダイオー
ド(OLED)に流れるデータ電流(Ioled)の大きさを制御する。これを通じて、各画素の有機
発光ダイオード(OLED)を発光させることによって映像を表示する。
【００１０】
　しかし、TFTの製造工程の不均一性によって、ドライビングTFT(DT)のしきい値電圧(Vth
)/移動度(mobility)特性が各画素ごとに異なるように表れる問題がある。これにより、一
般的な有機発光ディスプレイ装置では各画素のドライビングTFT(DT)に同一のデータ電圧(
Vdata)を印加しても有機発光ダイオード(OLED)に流れる電流の偏差が発生し、これによっ
て均一の画質を具現できないという問題がある。
【００１１】
　画質の不均一の問題を改善するために、画素にゲートライン(GL)と同一方向にセンシン
グ信号ライン(SL)を形成し、第2スイッチングTFT(ST2)を追加に形成した。第2スイッチン
グTFT(ST2)はセンシング信号ライン(SL)に印加されるセンシング信号(sense)によってス
イッチングされる。第2スイッチングTFT(ST2)がターンオンされて、有機発光ダイオード(
OLED)に供給されるデータ電流(Ioled)をデータドライバのADC(analog to digital conver
ter)に供給する。
【００１２】
　図2は、従来技術による有機発光ディスプレイ装置のディスプレイ及びセンシング駆動
方法を説明するための図面である。
【００１３】
　図2を参照すると、画像が表示されるドライビングモード時に、Nフレームの期間の間に
最初のデータラインから最後のデータラインまで映像データによるデータ電圧(Vdata)を
供給して画像を表示する。
【００１４】
　センシングモード時に、nフレームとn+1フレーム間のブランク区間(120Hz駆動の場合、
約350us)に全体ラインのうち、1つまたはいくつかのセンシングラインにセンシング信号
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を供給してリアルタイムセンシング(real time sensing)を行うようになる。画像を表示
するドライビング区間にはVSS端をディスプレイ基準電圧(Vpre_r)に設定し、センシング
区間にはVSS端をセンシング基準電圧(Vpre_s)に設定する。
【００１５】
　全体画素またはセンシングが行われる一部画素にプリチャージング電圧(Vpre_S)を供給
し、全体画素または一部画素の第2スイッチングTFT(ST2)を選択的にスイッチングさせて
、センシング電源ライン(RL)に充電された電圧を検出する。その後、検出された電圧を各
画素(P)のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧/移動度に対応する補償データに変換する
。
【００１６】
　このような方式で複数のフレームのブランク(blank)期間にわたってディスプレイパネ
ルの全ての画素のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧/移動度を検出する。そして、検出
されたしきい値電圧/移動度に基づいて補償データを生成し、補償データを用いて画素に
印加されるデータ電圧(Vdata)を補償する。
【００１７】
　ドライビングモードにおいて供給されたデータ電圧に応じて、センシングライン(SL)の
電圧が上昇することができる。例えば、ホワイトデータ電圧とブラックデータ電圧に応じ
てセンシングライン(SL)に約0.5Vの電圧の上昇が発生することができる。
【００１８】
　ドライビングモードからセンシングモードに転換される時、ドライビング区間に供給さ
れたデータ電圧のディスチャージング(discharging)が十分に行われないためにセンシン
グ初期電圧に数十mVの偏差が発生している。
【００１９】
　センシング初期電圧に偏差が発生すると、センシング電圧にも同じく数十mVの偏差が発
生するようになるため、外部補償のためのセンシングの精度が低くなる問題がある。
【００２０】
　図3は、従来技術においてセンシングエラーによる画質の不均一が発生する問題を説明
するための図面である。
【００２１】
　図3を参照すると、ドライビングモードからセンシングモードに転換される時に、ディ
スチャージングの不足によってセンシングエラーが持続的に累積されることができる。セ
ンシングエラーが累積された状態で画素の補償が行われると画質の不均一が発生し、これ
はそのまま表示品質を低下させる要因になる。即ち、ドライビングモード時に、画素に表
示される映像のパターンによってセンシング電圧に偏差が発生し、これによってセンシン
グエラーが発生する問題がある。
【００２２】
　このような問題を改善するために、ドライビングモードからセンシングモードに転換す
る時にディスチャージングが100％行われるまで待機した後、画素をセンシングすること
ができる。しかし、ディスチャージングが完璧に行われるまでには数十msが所要(例えば
、30ms～50ms)される。ディスチャージング時間が増加するとセンシング時間が減少する
他の問題がある。
　
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　本発明は上述した問題を解決するためのもので、ドライビングモードからセンシングモ
ードに転換される時に短い時間で完璧なディスチャージングが行われるようにすることが
できる有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法を提供することを技術的課題とする。
【００２４】
　本発明は上述した問題を解決するためのもので、ドライビングモード時に画素に供給さ
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れた映像のパターンに影響なく画素をセンシングできる有機発光ディスプレイ装置とその
駆動方法を提供することを技術的課題とする。
【００２５】
　本発明は上述した問題を解決するためのもので、ドライビングモードからセンシングモ
ードに転換される時にセンシングエラーによる画質の不均一を防止できる有機発光ディス
プレイ装置とその駆動方法を提供することを技術的課題とする。
【００２６】
　本発明は上述した問題を解決するためのもので、ドライビングモードからセンシングモ
ードに転換される時にデータ電圧のディスチャージングに所要される時間を減らすことが
できる有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法を提供することを技術的課題とする。
【００２７】
　上述した本発明の技術的課題以外にも、本発明の他の特徴及び利点が以下において記述
されたり、そのような記述及び説明から本発明の属する技術分野における通常の知識を有
する者に明確に理解されることができるものである。
　
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　上述した課題を達成するための有機発光ディスプレイ装置は、有機発光ダイオード及び
上記有機発光ダイオードを発光させる画素回路で構成された複数の画素を含むディスプレ
イパネル;上記複数の画素駆動のためのスキャン信号、センシングのためのセンシング信
号及び駆動電圧を供給するゲートドライバ;ドライビング駆動時に上記複数の画素にデー
タ電圧及び基準電圧を供給し、センシング駆動時に上記複数の画素に充電された電圧をセ
ンシングするデータドライバ;上記ドライビング駆動からセンシング駆動に転換される時
に、複数の画素のセンシング電源ラインの電圧を初期化させるディスチャージング駆動部
;上記ゲートドライバ、上記データドライバ及び上記ディスチャージング駆動部をディス
プレイモード及びセンシングモードで動作するように制御するタイミングコントローラ;
及び上記複数の画素の補償のための補償データが格納されたメモリを含むことを特徴とす
る。
【００２９】
　上述した課題を達成するための有機発光ディスプレイ装置の駆動方法は、有機発光ダイ
オード及び上記有機発光ダイオードを発光させる画素回路で構成された複数の画素を含む
有機発光ディスプレイ装置の駆動方法において、画像が表示されるドライビングモード時
に、1つのフレームの期間の間に最初のデータラインから最後のデータラインまで映像デ
ータによるデータ電圧(Vdata)を供給して画像を表示する段階;上記ドライビングモードか
らセンシングモードに転換される時に、上記複数の画素のセンシング電源ラインをグラウ
ンドに接続させて上記センシング電源ラインの電圧を初期化させる段階;上記センシング
電源ラインの初期化以後、センシングプリチャージング電圧を上記センシング電源ライン
に供給する段階;上記センシング電源ラインをフローティングさせた後、上記センシング
電源ラインの電圧をセンシングする段階;センシングされた電圧に基づいて上記複数の画
素に構成された画素のドライビングTFTのしきい値電圧/移動度に対応する補償データを生
成する段階;及び上記補償データに基づいて上記複数の画素を補償する段階を含むことを
特徴とする。
　
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はセンシングエラーが
発生するのを防止することができる。
【００３１】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はセンシングエラーに
よる画質不良の発生を防止することができる。
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【００３２】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はドライビングモード
からセンシングモードに転換される時に短い時間で完璧なディスチャージングが行われる
ようにすることができる。
【００３３】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はドライビングモード
時に画素に供給された映像のパターンに影響なく画素をセンシングすることができる。
【００３４】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はドライビングモード
からセンシングモードに転換される時にセンシングエラーによる画質の不均一を防止する
ことができる。
【００３５】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はドライビングモード
からセンシングモードに転換される時にデータ電圧のディスチャージングに所要される時
間を減らすことができる。
【００３６】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はセンシングエラーに
よるディスプレイパネルの寿命の減少を防止することができる。
【００３７】
　本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法はディスプレイパネル
の信頼性を高めることができる。
【００３８】
　この他、本発明の実施例を通じて本発明の他の特徴及び利点が新たに把握されることも
可能である。
　
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】従来技術による有機発光ディスプレイ装置の画素構造を説明するための回路図で
ある。
【図２】従来技術による有機発光ディスプレイ装置のディスプレイ及びセンシング駆動方
法を説明するための図面である。
【図３】従来技術においてセンシングエラーによる画質の不均一が発生する問題を説明す
るための図面である。
【図４】本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置を概略的に示す図面である。
【図５】本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置のデートドライバ及び画素構造
を説明するための回路図である。
【図６】本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置のディスプレイ及びセンシング
駆動方法を説明するための図面である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本明細書における各図面の構成要素に参照番号を付加するにおいて、同一の構成要素に
限ってはたとえ異なる図面上に表示されてもできるだけ同一の番号を有するようにしてい
ることに留意すべきである。
【００４１】
　一方、本明細書において記述される用語の意味は、次の通り理解されるべきである。
【００４２】
　単数の表現は文脈上明確に異なるように定義しない限り複数の表現を含むものとして理
解されるべきであり、「第1」、「第2」等の用語は１つの構成要素を他の構成要素と区別
するためのものであるため、これらの用語によって権利範囲が限定されてはならない。
【００４３】
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　「含む」または「有する」などの用語は、1つまたはそれ以上の異なる特徴や数字、段
階、動作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたものの存在あるいは付加可能性
を予め排除しないものとして理解されなければならない。
【００４４】
　「少なくとも1つ」という用語は、1つ以上の関連項目から提示可能な全ての組合わせを
含むものとして理解されなければならない。例えば、「第1項目、第2項目及び第3項目の
うち少なくとも1つ」という意味は、第1項目、第2項目または第3項目それぞれだけでなく
第1項目、第2項目及び第3項目のうち2つ以上から提示されることができる全ての項目の組
合わせを意味する。
【００４５】
　以下では、本発明による有機発光ディスプレイ装置及びその駆動方法の好ましい実施例
を添付した図面を参照して詳細に説明する。
【００４６】
　画素の特性偏差を補償するための回路の位置に応じて内部補償方式または外部補償方式
がある。内部補償方式は画素の偏差特性を補償するための補償回路が画素内部に位置した
ものである。そして、外部補償方式は画素の偏差特性を補償するための補償回路が画素外
部に位置したものである。本発明は外部補償方式が適用される有機発光ディスプレイ装置
とその駆動方法に関するものである。
【００４７】
　図4は、本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置を概略的に示す図面であり、
図5は、本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置のデータドライバ及び画素構造
を説明するための回路図である。
【００４８】
　図4及び図5を参照すると、本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置はディスプ
レイパネル(100)及びパネル駆動部を含んで構成される。
【００４９】
　パネル駆動部はデータドライバ(200)、ゲートドライバ(300)、タイミングコントローラ
(400)及び補償データが格納されたメモリ(500)を含んで構成される。
【００５０】
　ディスプレイパネル(100)は複数のゲートライン(GL)、複数のセンシング信号ライン(SL
)、複数のデータライン(DL)、複数の駆動電源ライン(PL)、複数のセンシング電源ライン(
RL)及び複数の画素(P)を含む。
【００５１】
　複数の画素(P)は有機発光ダイオード(OLED)と、上記有機発光ダイオード(OLED)を発光
させるための画素回路(PC)を含む。
【００５２】
　ドライビングTFT(DT)のゲート電極とソース電極の間に接続されたキャパシタ(Cst)にデ
ータ電圧(Vdata)と基準電圧(Vref)の差電圧(Vdata-Vref)を充電する。キャパシタ(Cst)の
充電電圧に応じてドライビングTFT(DT)がスイッチングされる。有機発光ダイオード(OLED
)は第1駆動電源(VDD)からドライビングTFT(DT)を通じて第2駆動電源(VSS)に流れるデータ
電流(Ioled)によって発光する。
【００５３】
　複数の画素(P)それぞれは赤色画素、緑色画素、青色画素、及び白色画素のうちいずれ
か1つからなることができる。1つの映像を表示する1つの単位画素は隣接した赤色画素、
緑色画素、及び青色画素からなったり、隣接した赤色画素、緑色画素、青色画素、及び白
色画素からなることができる。
【００５４】
　上記複数の画素(P)それぞれはディスプレイパネル(100)に定義された画素領域に形成さ
れる。このために、上記ディスプレイパネル(100)は上記画素領域を定義するように上記
複数のゲートライン(GL)、複数のセンシング信号ライン(SL)、複数のデータライン(DL)、
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複数の駆動電源ライン(PL)及び複数のセンシング電源ライン(RL)が形成されている。
【００５５】
　上記複数のゲートライン(GL)と複数のセンシング信号ライン(SL)はディスプレイパネル
(100)内で第1方向(例えば、水平方向)に並んで形成されることができる。この時、ゲート
ライン(GL)にはゲートドライバ(300)からスキャン信号(scan、ゲート駆動信号)が印加さ
れる。そして、センシング信号ライン(SL)にはゲートドライバ(300)からセンシング信号(
sense)が印加される。
【００５６】
　上記複数のデータライン(DL)は上記複数のゲートライン(GL)及び複数のセンシング信号
ライン(SL)と交差するように第2方向(例えば、垂直方向)に形成されることができる。こ
の時、データライン(DL)にはパネル駆動部のデータドライバ(200)からデータ電圧(Vdata)
が供給される。データ電圧(Vdata)は該当画素(P)のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧(
Vth)のシフトに対応する補償電圧が付加された電圧レベルを有する。上記補償電圧に関し
ては後述する。
【００５７】
　複数のセンシング電源ライン(RL)は上記複数のデータライン(DL)それぞれと並んで形成
される。このようなセンシング電源ライン(RL)には上記データドライバ(200)からディス
プレイ基準電圧(Vpre_r)またはセンシングプリチャージング電圧(Vpre_s)が選択的に供給
され得る。
【００５８】
　この時、ディスプレイ基準電圧(Vpre_r)は各画素(P)のデータ充電期間の間に各センシ
ング電源ライン(RL)に供給される。センシングプリチャージング電圧(Vpre_s)は各画素(P
)のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧/移動度を検出する検出期間にセンシング電源ラ
イン(RL)に供給されることができる。複数の駆動電源ライン(PL)は上記ゲートライン(GL)
と並んで形成されることができる。駆動電源ライン(PL)を通じて第1駆動電源(VDD)を画素
(P)に供給する。
【００５９】
　図5に図示されたように、複数の画素(P)それぞれはデータ充電期間にデータ電圧(Vdata
)と基準電圧(Vref)の差電圧(Vdata-Vref)を上記キャパシタ(Cst)に充電する。複数の画素
(P)は発光期間の間キャパシタ(Cst)の充電電圧に応じてデータ電流(Ioled)を有機発光ダ
イオード(OLED)に供給する画素回路(PC)を含む。
【００６０】
　各画素(P)の画素回路(PC)は第1スイッチングTFT(ST1)、第2スイッチングTFT(ST2)、上
記ドライビングTFT(DT)、及びキャパシタ(Cst)を含んで構成される。ここで、上記TFT(ST
1、ST2、DT)はN型TFTであって、a-Si TFT、poly-Si TFT、Oxide TFT、Organic TFTなどで
あることができる。しかし、これに限定されずに上記TFT(ST1、ST2、DT)はP型TFTに形成
されることもできる。
【００６１】
　上記第1スイッチングTFT(ST1)のゲート電極はゲートライン(GL)に接続され、ソース電
極(第1電極)はデータライン(DL)に接続され、ドレイン電極(第2電極)はドライビングTFT(
DT)のゲート電極と連結された第1ノード(n1)に接続されている。
【００６２】
　このような第1スイッチングTFT(ST1)はゲートライン(GL)に供給されるゲートオン電圧
レベルのスキャン信号によってターンオン(turn-on)される。第1スイッチングTFT(ST1)が
ターンオンされると、データライン(DL)に供給されるデータ電圧(Vdata)が第1ノード(n1)
、即ち、ドライビングTFT(DT)のゲート電極に供給される。
【００６３】
　上記第2スイッチングTFT(ST2)のゲート電極はセンシング信号ライン(SL)に接続され、
ソース電極(第1電極)は基準電源ライン(RL)に接続され、ドレイン電極(第2電極)はドライ
ビングTFT(DT)と有機発光ダイオード(OLED)が連結された第2ノード(n2)に接続されている
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。
【００６４】
　このような第2スイッチングTFT(ST2)は上記センシング信号ライン(SL)に供給されるゲ
ートオン電圧レベルのセンシング信号(sense)によってターンオン(turn-on)される。第2
スイッチングTFT(ST2)がターンオンされると、基準電源ライン(RL)に供給されるディスプ
レイ基準電圧(Vpre_r)またはセンシングプリチャージング電圧(Vpre_s)が上記第2ノード(
n2)に供給される。
【００６５】
　キャパシタ(Cst)はドライビングTFT(DT)のゲート電極とドレイン電極の間、即ち、上記
第1ノード(n1)と第2ノード(n2)の間に接続されている。このようなキャパシタ(Cst)は第1
ノード(n1)及び第2ノード(n2)に供給される電圧の差電圧を充電する。キャパシタ(Cst)に
充電された電圧に応じて上記ドライビングTFT(DT)がスイッチングされる。
【００６６】
　ドライビングTFT(DT)のゲート電極は第1スイッチングTFT(ST1)のドレイン電極とキャパ
シタ(Cst)の第1電極に共通に接続されている。上記ドライビングTFT(DT)のドレイン電極
は駆動電源ライン(PL)に接続されている。上記ドライビングTFT(DT)のソース電極は第2ス
イッチングTFT(ST2)のドレイン電極、キャパシタ(Cst)の第2電極及び有機発光ダイオード
(OLED)のアノードに共通に接続されている。
【００６７】
　このような上記ドライビングTFT(DT)は発光期間ごとに上記キャパシタ(Cst)の電圧によ
ってターンオンされ、第1駆動電源(VDD)によって有機発光ダイオード(OLED)に流れる電流
量を制御する。
【００６８】
　上記有機発光ダイオード(OLED)は画素回路(PC)のドライビングTFT(DT)から供給される
データ電流(Ioled)により発光してデータ電流(Ioled)に対応する輝度を有する単色光を放
出する。
【００６９】
　このために、上記有機発光ダイオード(OLED)は画素回路(PC)の第2ノード(n2)に接続さ
れたアノード電極(図示せず)、アノード電極上に形成された有機層(図示せず)、及び有機
層上に形成されて第2駆動電源(VSS)が供給されるカソード電極(図示せず)を含む。
【００７０】
　有機層は正孔輸送層/有機発光層/電子輸送層の構造または正孔注入層/正孔輸送層/有機
発光層/電子輸送層/電子注入層の構造を有するように形成されることができる。さらに、
上記有機層は上記有機発光層の発光効率及び/又は寿命などを向上させるための機能層を
さらに含んでなることができる。この時、上記第2駆動電源(VSS)はライン形態に形成され
た第2駆動電源ライン(図示せず)を通じて上記有機発光ダイオード(OLED)のカソード電極
に供給されることができる。
【００７１】
　タイミングコントローラ(400)はデータドライバ(200)と上記ゲートドライバ(300)それ
ぞれを上記ドライビングモードで動作させる。タイミングコントローラ(400)は使用者の
設定または設定された駆動トランジスタのしきい値電圧/移動度検出時点ではデータドラ
イバ(200)と上記ゲートドライバ(300)それぞれを上記センシングモードで動作させる。
【００７２】
　センシングモードはディスプレイパネル(100)の初期駆動時点、ディスプレイパネル(10
0)の長時間駆動以後の終了時点、またはディスプレイパネル(100)に映像を表示するフレ
ームのブランク期間において行われることができる。
【００７３】
　上記センシングモード時に、上記タイミングコントローラ(400)はタイミング同期信号(
TSS)に基づいて1水平期間単位に各画素(P)の駆動トランジスタ(DT)のしきい値電圧/移動
度を検出するためのデータ制御信号(DCS)及びゲート制御信号(GCS)を生成する。
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【００７４】
　タイミングコントローラ(400)はデータ制御信号(DCS)及びゲート制御信号(GCS)を用い
てデータドライバ(200)と上記ゲートドライバ(300)それぞれの駆動をセンシングモードで
制御する。
【００７５】
　上記タイミング同期信号(TSS)は垂直同期信号(Vsync)、水平同期信号(Hsync)、データ
イネーブル(DE)、クロック(DCLK)などであることができる。上記ゲート制御信号(GCS)は
ゲートスタート信号、及び複数のクロック信号などからなることができ、データ制御信号
(DCS)はデータスタート信号、データシフト信号、及びデータ出力信号などからなること
ができる。
【００７６】
　ゲートドライバ(300)はタイミングコントローラ(400)のモード制御によってドライビン
グモードとセンシングモードで動作する。ゲートドライバ(300)は複数のゲートライン(GL
)及び複数のセンシング信号ライン(SL)と連結されている。
【００７７】
　ゲートドライバ(300)は上記ドライビングモード時に、上記タイミングコントローラ(40
0)から供給されるゲート制御信号(GCS)によって1水平期間ごとにゲートオン電圧レベルの
スキャン信号(scan)を生成する。そして、ゲートドライバ(300)はスキャン信号(scan)を
複数のゲートライン(GL)に順次的に供給する。
【００７８】
　ここで、スキャン信号(scan)は画素(P)のデータ充電期間の間ゲートオン電圧レベルを
有する。そして、スキャン信号(scan)は画素(P)の発光期間の間ゲートオフ電圧レベルを
有する。このようなゲートドライバ(300)はスキャン信号(scan)を順次的に出力するシフ
トレジスタであることができる。
【００７９】
　上記ゲートドライバ(300)は上記センシングモード時に、各画素(P)の初期化期間及び検
出電圧充電期間ごとにゲートオン電圧レベルのセンシング信号(sense)を生成する。そし
て、センシング信号(sense)を複数のセンシング信号ライン(SL)に順次的に供給する。
【００８０】
　一方、上記ゲートドライバ(300)は集積回路(IC)形態に形成されたり、各画素(P)のトラ
ンジスタ形成工程とともにディスプレイパネル(100)の基板に直接形成されることもでき
る。
【００８１】
　ゲートドライバ(300)は複数の駆動電源ライン(PL1～PLm)それぞれに連結されている。
ゲートドライバ(300)は外部の電源供給部(図示せず)から供給される駆動電源(VDD)を複数
の駆動電源ライン(PL1～PLm)に供給する。
【００８２】
　タイミングコントローラ(400)はディスプレイパネル(100)の初期駆動時点または長時間
駆動以後の終了時点のセンシングモードにおいて、上記タイミングコントローラ(400)は1
フレームの間ディスプレイパネル(100)の全ての画素(P)の駆動トランジスタ(DT)のしきい
値電圧/移動度を検出する。
【００８３】
　上記ブランク期間のセンシングモードにおいて、上記タイミングコントローラ(400)は
上記ブランク期間ごとに1つの水平ラインに形成された画素(P)の駆動トランジスタ(DT)の
しきい値電圧/移動度を検出する。
【００８４】
　このような方式で上記タイミングコントローラ(400)は、複数フレームのブランク期間
にわたってディスプレイパネル(100)の全ての画素(P)の駆動トランジスタ(DT)のしきい値
電圧/移動度を検出する。
【００８５】
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　上記センシングモード時に、上記タイミングコントローラ(400)は設定された検出用デ
ータを生成してデータドライバ(200)に供給する。
【００８６】
　上記ドライビングモード時に、上記タイミングコントローラ(400)は上記センシングモ
ードによってデータドライバ(200)から提供された各画素(P)の検出データ(Dsen)に基づい
て外部から入力される入力データ(Idata)を補正する。そして、補正された入力データに
よる画素データ(DATA)を生成し、生成された画素データ(DATA)を上記データドライバ(200
)に供給する。
【００８７】
　この時、上記各画素(P)に供給される画素データ(DATA)は各画素(P)の駆動トランジスタ
(DT)のしきい値電圧/移動度を補償するための補償電圧が反映された電圧レベルを有する
。
【００８８】
　上記入力データ(Idata)は1つの単位画素に供給される赤色、緑色、及び青色の入力デー
タからなることができる。そして、上記単位画素が赤色画素、緑色画素、及び青色画素か
らなる場合、1つの画素データ(DATA)は赤色、緑色、または青色のデータであることがで
きる。
【００８９】
　一方、上記単位画素が赤色画素、緑色画素、青色画素及び白色画素からなる場合、1つ
の画素データ(DATA)は赤色、緑色、青色、または白色のデータであることができる。
【００９０】
　図5に図示されたように、データドライバ(200)は複数のデータライン(D1～Dn)に連結さ
れ、タイミングコントローラ(400)のモード制御によってディスプレイモードとセンシン
グモードで動作する。
【００９１】
　画像を表示するドライビングモードは各画素にデータ電圧を充電させるデータ充電期間
及び有機発光ダイオード(OLED)を発光させる発光期間で駆動することができる。そして、
上記センシングモードは各画素を初期化させる初期化期間、センシング電圧充電期間及び
センシング期間で駆動することができる。
【００９２】
　データドライバ(200)はデータ電圧生成部(210)、センシングデータ生成部(230)、スイ
ッチング部(240)及びディスチャージング駆動部(250)を含んで構成される。
【００９３】
　上記データ電圧生成部(210)は入力される上記画素データ(DATA)をデータ電圧(Vdata)に
変換してデータライン(DL)に供給する。このために、上記データ電圧生成部(210)はシフ
トレジスタ、ラッチ部、階調電圧生成部、デジタル-アナログ変換部(DAT)及び出力部を含
んで構成される。
【００９４】
　シフトレジスタはサンプリング信号を生成し、ラッチ部はサンプリング信号に応じて画
素データ(DATA)をラッチする。そして、階調電圧生成部は複数の基準ガンマ電圧を用いて
複数の階調電圧を生成し、デジタル-アナログ変換部(DAC)は複数の階調電圧のうちラッチ
された画素データ(DATA)に対応する階調電圧をデータ電圧(Vdata)として選択して出力す
る。そして、出力部は上記データ電圧(Vdata)を出力する。
【００９５】
　上記スイッチング部(240)は複数の第1スイッチ(240a)及び複数の第2スイッチ(240b)を
含んで構成される。
【００９６】
　複数の第1スイッチ(240a)はドライビングモード時に、データ電圧(Vdata)または基準電
圧(Vpre_d)をスイッチングしてデータライン(DL)に供給する。
【００９７】
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　複数の第2スイッチ(240b)はセンシングモード時に、ディスプレイ基準電圧(Vpre_r)ま
たはセンシングプリチャージング電圧(Vpre_s)をスイッチングしてセンシング電源ライン
(RL)に供給する。その後、センシング電源ライン(RL)をフローティングさせる。以後、セ
ンシング電源ライン(RL)をセンシングデータ生成部(230)に接続させて該当画素のセンシ
ングが行われるようにする。
【００９８】
　センシングデータ生成部(230)は上記スイッチング部(240)のスイッチングによってセン
シング電源ライン(RL)に接続されると上記センシング電源ライン(RL)に充電された電圧を
センシングする。そして、センシングされたアナログ電圧に対応するデジタル形態のセン
シングデータ(sensing data)を生成してタイミングコントローラ(400)に提供する。
【００９９】
　この時、上記センシング電源ライン(RL)からセンシングされた電圧は、時間変化に応じ
てドライビングTFT(DT)に流れる電流とセンシング電源ライン(RL)の静電容量の比率で決
定されることができる。この時、上記センシングデータ(sensing data)は各画素(P)のド
ライビングTFT(DT)に対するしきい値電圧/移動度に対応するデータからなる。
【０１００】
　ディスチャージング駆動部(250)はドライビングモードからセンシングモードに転換さ
れる時、タイミングコントローラ(400)から入力されるディスチャージング制御信号(DS-C
S)によってセンシング電源ライン(RL)をグラウンド(GND)に接続させる。これによって、
ドライビングモードに入力されたセンシング電源ライン(RL)の電圧をディスチャージング
する。このようなディスチャージング駆動部(250)は入力信号によってオン-オフされるス
イッチで具現されることができる。
【０１０１】
　ここで、ディスチャージング駆動部(250)はデータドライバ(200)内部にロジックで構成
されることもでき、データドライバ(200)外部に別途のロジックで構成されることもでき
る。
【０１０２】
　図6は、本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置のディスプレイ及びセンシン
グ駆動方法を説明するための図面である。以下では、図6を参照しながらデータドライバ(
200)の構成及びディスプレイ駆動方法とセンシング駆動方法を説明する。
【０１０３】
　画像が表示されるドライビングモード時に、Nフレームの期間の間に最初のデータライ
ンから最後のデータラインまで映像データによるデータ電圧(Vdata)を供給して画像を表
示する。この時、センシング電源ライン(RL)にはディスプレイ基準電圧(Vpre_r)が供給さ
れる。
【０１０４】
　ディスプレイ信号(display signal)がロウ(low)からハイ(high)に転換される時、タイ
ミングコントローラ(400)で印加されたディスチャージング制御信号(DS-CS)によってディ
スチャージング駆動部(250)が動作し、センシング電源ライン(RL)を設定された時間(T)の
間グラウンド(GND)に接続させる。これによって、ドライビングモードに入力されたセン
シング電源ライン(RL)の電圧をディスチャージングする。即ち、ドライビング駆動によっ
てセンシング電源ライン(RL)で上昇された電圧をグラウンド(GND)に初期化させる。
【０１０５】
　このようにセンシングモード初期にセンシング電源ライン(RL)をグラウンドに初期化さ
せると、センシングモードの初期に常に同一の電圧にセンシング電源ライン(RL)及びデー
タドライバ(200)のセンシングデータ生成部(230)の入力端が初期化される。従って、同一
のセンシング初期電圧で各画素を精密にセンシングすることができる。即ち、ドライビン
グモードに画素に供給されるデータ電圧のパターンに関係なく、同一の初期電圧を基準に
各画素をセンシングすることができる。
【０１０６】
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　図6に図示されたように、ディスチャージング駆動部(250)によるディスチャージング駆
動はディスプレイ信号(display signal)に同期されてライジング(rising)時点またはフォ
ーリング(falling)エッジ(edge)時点で動作することができる。
【０１０７】
　この時、ディスチャージング駆動時間(T)はセンシング電源ライン(RL)の電圧が完全に
グラウンド(GND)にディスチャージングされるように可変的に調節することができる。例
えば、タイマを通じて事前に設定された時間の間にディスチャージング駆動が行われるよ
うにすることができる。
【０１０８】
　センシングモード区間中にディスチャージング駆動が行われた後、nフレームとn+1フレ
ーム間のブランク区間に複数の第2スイッチ(240b)がスイッチングされてセンシングプリ
チャージング電圧(Vpre_s)を1つのセンシング電源ライン(RL)または複数のセンシング電
源ライン(RL)に供給する。例えば、センシングプリチャージング電圧(Vpre_s)は1Vで供給
されることができる。
【０１０９】
　その後、上記第2スイッチ(240b)を通じてセンシング電源ライン(RL)をフローティング
させた後、センシング電源ライン(RL)をセンシングデータ生成部(230)に接続させて該当
画素のセンシングが行われるようにする。
【０１１０】
　センシングデータ生成部(230)は上記センシング電源ライン(RL)に充電された電圧をセ
ンシングする。そして、センシングされたアナログ電圧に対応するデジタル形態のセンシ
ングデータ(sensing data)を生成してタイミングコントローラ(400)に提供する。この時
、検出された電圧を各画素(P)のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧/移動度に対応する
補償データに変換する。
【０１１１】
　このような方式で複数フレームのブランク(blank)期間にわたってディスプレイパネル
の全ての画素のドライビングTFT(DT)のしきい値電圧/移動度を検出する。そして、検出さ
れたしきい値電圧/移動度に基づいて補償データを生成する。そして、補償データを用い
て画素に印加されるデータ電圧(Vdata)を補償する。
【０１１２】
　上述したように、ドライビングモードからセンシングモードに転換される時、ディスチ
ャージング駆動を通じてセンシング電源ライン(RL)を初期化させると、全体画素において
センシングエラーが発生するのを防止することができる。センシング精度を高めて全体画
素の補償性能を向上させることができる。また、ドライビングモードからセンシングモー
ドに転換される時、ディスチャージングに所要される時間を5us～6usに短縮させて短い時
間に正確に画素の補償が行われるようにすることができる。
【０１１３】
　また、本発明の実施例による有機発光ディスプレイ装置とその駆動方法は、ドライビン
グモード時に、画素に供給された映像のパターンに影響なく画素をセンシングすることが
できる。これによって、センシングエラーによる画質の不均一を防止し、表示品質を向上
させることができる。
【０１１４】
　本発明の属する技術分野の当業者は上述した本発明がその技術的思想や必須的特徴を変
更せず、他の具体的な形態で実施できるということを理解することができる。したがって
、以上で記述した実施例は全ての面で例示されたものであり、限定的でないものと理解す
べきである。
【０１１５】
　本発明の範囲は、上記の詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲により表れるもので
あり、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導き出される全ての変更
または変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。



(14) JP 6037391 B2 2016.12.7

10

　
【符号の説明】
【０１１６】
　１００：　ディスプレイパネル
　２００： データドライバ
　２１０：　データ電圧生成部
　２３０： センシングデータ生成部
　２４０：　スイッチング部
　２５０：　ディスチャージング駆動部
　３００：　ゲートドライバ
　４００：　タイミングコントローラ
　５００：　メモリ
　　　　
　　　 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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